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令和３年度施政方針
　 令和３年第 4 回木城町議会定例会が開催され、令和３年度　　　町一般会計予算
等 28 件の議案及び 1 件の諮問が上程され可決されました。半渡英俊町長が示した令
和３年度の町政運営に関する施政方針について紹介します。

　

地
方
に
お
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
地
方
税
等
が

大
幅
な
減
収
と
な
る
中
、
地
域
社
会
の
デ

ジ
タ
ル
化
や
防
災
・
減
災
、
地
方
創
生
の

推
進
、
地
域
社
会
の
維
持
・
再
生
等
に
取

り
組
み
つ
つ
、
感
染
拡
大
防
止
と
社
会
経

済
活
動
の
両
立
を
図
り
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ

の
新
し
い
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、
満
足

度
の
高
い
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
効
率
的
・
効

果
的
に
提
供
す
る
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
令
和
３
年
度
は
、
本
町
の
目

指
す
べ
き
姿
と
し
て
、

１ 

町
民
が
主
役
の
町
づ
く
り

２ 

教
育
の
町
づ
く
り

３ 

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
新
し
い
社
会
の
実
現

　

と
い
う
、
３
つ
の
視
点
か
ら
町
政
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

１
．
町
民
が
主
役
の
町
づ
く
り　

　

本
町
に
お
い
て
も
、
人
口
減
少
・
少
子
高

齢
化
が
長
期
に
わ
た
っ
て
進
行
し
て
い
く
中

で
、
地
域
社
会
の
維
持
・
再
生
に
向
け
た
対

応
を
早
急
に
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
高
齢
者
等
ご
み
出
し
支
援
事
業
、
空

家
等
対
策
計
画
の
作
成
、
地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
積
極
的
な
活
用
な
ど
の
取
り
組
み
を
進

め
、
企
業
人
材
を
地
域
課
題
へ
活
用
す
る
地

域
お
こ
し
企
業
人
事
業
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
定
機
関

と
し
て
の
法
人
設
立
を
目
的
と
し
た
高
鍋
・

木
城
有
機
農
業
推
進
準
備
室
の
設
置
な
ど
、

地
方
創
生
の
取
り
組
み
と
合
わ
せ
、
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

２
．
教
育
の
町
づ
く
り

　

産
前
・
産
後
サ
ポ
ー
ト
事
業
、
病
児
保
育

施
設
整
備
事
業
、
義
務
教
育
学
校
校
舎
建
設

事
業
、
学
校
運
営
協
議
会
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ス
ク
ー
ル
）
の
設
置
、
中
学
生
海
外
派
遣
事

業
な
ど
、
子
育
て
・
教
育
支
援
事
業
を
よ
り

一
層
推
進
す
る
こ
と
で
、
人
づ
く
り
革
命
の

実
現
を
図
り
ま
す
。

３
．
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
新
し
い
社
会
の
実
現

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し

て
、
感
染
拡
大
を
抑
え
な
が
ら
雇
用
と
産
業

を
支
え
る
と
と
も
に
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
に
向

け
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種

体
制
確
保
事
業
、
福
祉
施
設
等
感
染
症
拡
大

防
止
対
策
支
援
事
業
な
ど
の
感
染
症
の
拡
大

防
止
策
、
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行
事
業
、

事
業
継
続
支
援
緊
急
給
付
金
、
地
域
企
業
等

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
補
助
金
な
ど
、
雇
用
の
維

持
と
事
業
の
継
続
、
中
長
期
的
な
成
長
力
強

化
の
取
り
組
み
を
推
進
し
、
国
・
県
の
取
り

組
み
と
歩
調
を
合
わ
せ
、
引
き
続
き
、
必
要

な
対
策
を
講
じ
て
い
き
ま
す
。

　

こ
れ
ら
第
５
次
木
城
町
総
合
計
画
、
第
２

期
木
城
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
等
に
基
づ
い
た
重
要
な
政
策
課
題
へ
の

対
応
に
必
要
な
予
算
編
成
を
行
い
、
併
せ
て
、

将
来
を
通
し
健
全
な
財
政
運
営
を
行
う
た
め
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
及
び

固
定
資
産
税
（
大
規
模
償
却
資
産
）
の
減
少

に
よ
り
町
税
が
減
少
し
た
も
の
の
、
自
主
財

源
で
あ
る
町
税
の
確
保
、
国
県
支
出
金
、
基

金
繰
入
や
ふ
る
さ
と
納
税
の
推
進
な
ど
適
切

な
財
源
確
保
と
、
歳
出
全
般
に
わ
た
る
歳
出

の
精
査
に
よ
る
財
政
健
全
化
の
取
り
組
み
を

進
め
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
結
果
、
令
和
３
年
度
当
初
予
算
案
に

つ
き
ま
し
て
は
、

一
般
会
計　

５
３
億
４
千
５
０
０
万
円

特
別
会
計　

２
０
億
３
千
１
０
０
万
円

と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
中
で
、
重
点
施
策
で
あ
り
ま
す
義

務
教
育
学
校
校
舎
建
設
事
業
に
つ
き
ま
し

て
は
、
継
続
費
と
し
て
、
令
和
３
年
度
当

初
予
算
案
８
億
１
千
２
４
３
万
円
、
令
和

４
年
度
１
８
億
９
千
５
６
８
万
円
と
併
せ

２
７
億
８
１
１
万
円
を
計
上
し
て
お
り
、
令

和
５
年
度
開
校
に
向
け
た
取
り
組
み
を
引
き

続
き
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
令
和
３
年
度
当
初
予

算
案
に
１
億
７
千
７
４
２
万
円
を
計
上
し
、

感
染
拡
大
の
防
止
策
と
地
域
経
済
対
策
を
講

じ
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
予
算
の
執
行
に
あ
た
り
ま
し

て
は
、
よ
り
一
層
の
住
民
福
祉
の
向
上
と
、

さ
ら
な
る
木
城
町
の
発
展
に
向
け
、
町
民
の

皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
信
頼
と
期
待

に
応
え
る
べ
く
、
誠
心
誠
意
、
努
力
し
て
ま

い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。
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　令和３年度の当初予算は、一般会計 53 億 4 千 500 万円、特別会計 20 億 3 千 100 万円に決まりました。 
小丸川発電所の固定資産税 ( 大規模償却資産税 ) の減少と新型コロナウイルス感染症の影響により町税は減
少しました。また、社会保障関係等の扶助費や他会計繰出金が毎年増加傾向にあることから、より一層の歳
入歳出の見直しを行い、少子高齢化対策等の町民福祉の向上と防災・減災対策、地域活性化対策、コロナ対
策のため財源配分を行いました。対前年度比は 21.9％の増となっています。

令和3年度           町当初予算の状況

目 で 見 る 一 般 会 計 予 算

第 1 図

第 3 図

歳入の構成

町税の内訳

第 2 図 歳出の構成
   歳入を性質別に見ますと、町税、寄附金等の自主
財源が 61.9％、町債、国・県支出金等の依存財源
が 38.1％となっています。

　歳出を性質別に見ますと人件費、扶助費、公債費
の義務的経費が 30.8％、建設事業費等の投資的経
費が 18.7％、物件費等の一般行政経費が 50.5％と
なっています。

科　　　　　目 予　算　額 構　成　比

町　民　税 134,728 
個　　 人 124,007 5.7 ％
法　　 人 10,721 0.5 ％

固定資産税 2,008,800 

土　　 地 47,746 2.2 ％
建　　 物 144,621 6.6 ％
償却資産 1,785,661 81.7 ％
交納付金 30,772 1.4 ％

軽 自 動 車 税 22,904 1.0 ％
町  た ば こ 税 19,111 0.9 ％

計 2,185,543 100.0％

町税
2,185,543 千円

40.9%

寄附金
600,501 千円

11.2%

県支出金
277,821 千円

5.2%

国庫支出金
420,522 千円

7.9%

繰入金
324,765 千円

6.1%

地方交付税
240,000 千円

4.5%

町債
950,000 千円

17.8%

地方消費税交付金
86,360 千円

1.6%

使用料及び手数料
66,561 千円

1.2%

繰越金
50,000 千円

0.9% 諸収入外
142,927 千円

2.7%

建設事業費
999,968 千円

18.7%

歳出　53億 4千 500万円歳入　53億 4千 500万円

人件費
833,897 千円

15.6%

物件費
1,035,218 千円

19.4%

補助費等
841,627 千円

15.7%

公債費
205,290 千円

3.8%

扶助費
607,290 千円

11.4%

繰出金外
821,710 千円

15.4%

（単位：千円）
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事　　　　業　　　　名 事  業  費
義務教育学校校舎建設事業（令和３年度分） 812,433 

商工会プレミアム商品券発行助成金 65,650 

新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業 27,954 

駄留橋外橋梁補修工事 27,200 

（単位：千円）

令和３年度 当初予算の主な事業

土　　木 教　　育 住　　宅 農林水産外 計
9,481 0 63,504 1,026,330 1,099,315

（単位：千円）起債現在高（令和２年度末見込）

財政調整基金 町債管理基金 公共施設等
整備基金 土地開発基金外 計

3,827,902 102,467 907,497 1,109,372 5,947,238 

（単位：千円）積立金の状況（令和２年度末見込）

会　　計　　名 令和３年度 令和２年度 比　　　　較
一 　 般 　 会 　 計 5,345,000 4,385,000 960,000

国民健康保険会計 685,000 700,000 △ 15,000

簡 易 水 道 会 計 152,000 215,000 △ 63,000

下  水  道  会  計 371,000 190,000 181,000

介 護 保 険 会 計(保険事業) 727,000 725,000 2,000

介護保険会計（サービス事業） 17,000 13,000 4,000

後期高齢者医療会計 79,000 78,000 1,000

計 7,376,000 6,306,000 1,070,000

（単位：千円）全会計予算

産業振興課

岩元　朝陽
木城町に来たばかりで不安も
多いですが、少しでも皆さんの
お役に立てるよう頑張りますの
でよろしくお願いします。

いわ もと あさ ひ

環境整備課

銀鏡　達也
小・中学時代に、多くの

木城町民の方々にお世話になりました。
少しでも恩返しができるように、

頑張ります。

しろ み や

　2年後、木城町の歴史に
残る義務教育学校の開設を
迎えるこの節目に赴任でき
たことを、心から嬉しく思
います。どうぞよろしくお
願いいたします。

教育課　　　　　　　　　

酒匂　慎一郎
さ こう しん いち ろう

　ANA 総合研究所からまい
りました。どうぞよろしくお
願いいたします。

（一社）木城町ふるさと振興協会に派遣

吉野　健
よし たけしの

福祉保健課

松川　加奈
母子保健、歯科保健、予防
接種を担当しています。
木城町の皆様の健康を支え
られるよう尽力します。

まつ かわ か な

町民課

永友　茉結香
町民課の窓口におりますので、町民の皆様
と直接お話しする機会も多いかと思います。

よろしくお願いいたします。

なが とも ま ゆ か

たつ

４月から
きました！

NEW FACE
の
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　　町役場機構・職員配置図

管理職  16名 課　長 専門監 課長補佐 係 長 係 員

特別職    3名

一般職  89名

定　数  98名

課長級  13名

補佐級    3名

総務財政課

萩原　一也

まちづくり推進課

西田　誠司

税務課

黒木　宏樹

町民課

三隅　秀俊

福祉保健課

小野　浩司

 
 

町
　長 

半

英　

渡

俊

　
長
町
副

　
田
島

  浩
二

農 

委

環境整備課

長友　　渉

産業振興課

𠮷岡  信明

事務局長・併任
𠮷岡  信明
会計課
会計管理者

河野　浩俊

谷岡　　潔

財務係

賦課係（補佐兼務）

戸籍住民係（補佐兼務）

福祉・子育て係

農業委員会係（専門監兼務）

堀口 大暉
稲田 宏美

文田 恵子

德丸 孝枝　黒木　　陽

松元 秀聡

金丸 尚裕

幸津 昭秀

黒木 和美
巽 　雄司
橋本 早苗

野村 美帆

鈴木　 愛
菅 研一朗

日髙 真衣
稲田　　崇

森 　晃一
橋本 正枝
黒木 祐一
岩元 朝陽

眞﨑 哲子

武𠮷 美紀

德井 一聖

田爪 　遥

佐々木恒太

薮押 　  凜

山田 暁子
後藤美紗貴
橋口 陽子 河野 有代 松川 加奈

清　 有希 青木 真帆
黒木　 茜

銀鏡 達也
尾﨑 仙秀
濵砂 裕紀 日髙 欣希

黒木 正樹
河野 竜太

鳥枝 奈央

永友茉結香

総務係 松本　文勝
危機管理係 泥谷　昌尚

森　　秀仁

徴収係 渡邉　千里

生活環境係

農林係

桑原　幸一
保険係 渡邊　雅洋

企画調整係（補佐兼務）

商工観光係内野宮克俊
電算係 橋口　直幸

介護保険係森　　水琴
河野　哲史

衛生係 渕上　洋子

主任保育士 内田　　瞳

工務係

上下水道係 水口　信之
農政係（補佐兼務）

橋本　敏博
耕地係 川野　教光

会計係（補佐兼務）

社会教育係 白岩　　修

壱岐　和寿

鈴木　貴弘

黒木　幸一

廣瀬　孝一

江藤　輝幸

めばえ保育園
岩村 みち代

濱砂　 光章

専門監
高橋　 茂義

廣瀬　　豊

専門監
酒匂 慎一郎

長友　 三保

議 

会 池田真那海

池田真那海
（併任）

議事調査係 平野　豊和議会事務局　
藤井　　学

査
監 事務局長・併任

藤井　　学

兼・地域包括支援センター所長兼管理者

会
員
委
育
教 教育課

平野　大輔

学校教育係

給食センター係 中村　伸悟
白瀧　茂穂

恵
利
　修
二

長
育
教

令和３年 4月 1日現在

管理係

建築係 (専門監兼務 )

鍋倉　貴行

専門監
立山　 英二

𠮷野　　茂

選挙管理委員会

三浦　明浩  
松浦　麻美

県派遣
【総務財政課付】

（併任）
萩原 一也
佐々木 恒太書　記

書記長
（　　　　　　）
（　　　　　　）

06



昨年の 11 月 24~12 月 5 日に校章に込める
素材や思いを町民の皆様に募集し、今年の 2月
12~22 日に町民の皆様に投票を行った結果、「み
どりの杜　木城学園」の校章、ロゴ・シンボルマー
クが決定しました。決定した校章、ロゴ・シンボ
ルマークは、下記のとおりです。
校章及びロゴ・シンボルマークの検討について

は、開設準備委員会の総務部会において、校章に
込める思いや素材を検討した後、代表者会におい
て最終候補を検討いたしました。代表者会では、
実際の校章やロゴ・シンボルマーク候補を見なが
ら、多数の意見を頂きました。その後、委員の皆
様のご意見を基に、教育委員会と業者で打ち合わ
せを行い、最終的に下記の候補に決定いたしました。校章、ロゴシンボルマークの検討には、町民の皆様の
多大なるご協力をいただき、誠にありがとうございました。昨年度から校名や校章の検討を行う中で、あら
ためて町民の皆様の学校を大切に思う心や、新しい学校に対する期待を強く感じました。教育委員会といた
しましては、義務教育学校開設へ向け、これからも誠心誠意、取り組んで参ります。

【代表者会の委員の皆様からの意見】
（校章について）
　○小中学校の伝統を受け継ぎ、どの世代でも支
　　持されている校章がよい。
　○「みどりの杜」の緑色を校章に盛り込むとよ
　　いのではないか。
（ロゴ・シンボルマークについて）
　○子ども達の多様性を表現するために、羽の色
　　に彩を加えるとよいのではないか。

   義務教育学校 「みどりの杜 木城学園」
校章及びロゴ・シンボルマークが決定しました

令和５年度 義務教育学校令和５年度 義務教育学校
「みどりの杜 木城学園」開設へ向けて「みどりの杜 木城学園」開設へ向けて

～小・中一貫教育を行う新たな学校「義務教育学校」の設置～～小・中一貫教育を行う新たな学校「義務教育学校」の設置～

校　章 ロゴ・シンボルマーク

※卒業式などの儀式や
校旗、校章旗等に活用
します。

※体操服やスポーツバッ
ク等に活用することを
想定しています。

　木城小・中学校の校章をかけ合わせたデザインで
す。２つの学校の伝統を受け継ぎ、新たな未来へ
進んでいってほしいという願いを込めています。
　あおばとの翼を、小学校の校章で使われていた
草薙の剣、胴体を剣の柄に見立てています。

あおばと＝木城・ふるさと
本＝学び、学園、えほんの郷
木＝育ち、生命力、みどりの杜
をモチーフとしました。あおばとの羽に彩を加え、
子ども達の多様性を表現しています。
　下から木が成長し、学び、上に向かって羽ばた
いていく様子をイメージしました。

いよいよ令和３年度が始まり、義務教育学校開設まであと２年となりました。昨年度は、校名候補や校章
及びロゴ・シンボルマークの募集・投票、制服に関するアンケート等にご協力いただき、誠にありがとうご
ざいました。教育委員会では、「みどりの杜　木城学園」開設へ向け、今後も町民の皆様と共に学校の在り
方を考え、準備を進めて参ります。
また、今年度も広報誌を通じて、義務教育学校「みどりの杜　木城学園」の準備状況をお伝えしてまいり

ます。これからも町民の皆様の教育行政に対するご理解とご協力の程、よろしくお願いいたします。
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日めくり健康カレンダー
新型コロナウイルス感染症の拡大によって、マスクの着用や手洗い・うがい、新しい生活様式の実践をされていると思います。

長引く自粛によって、運動不足になり、体力の低下や乱れた食生活による健康状態の悪化も危惧されています。
高齢者においても同様に、自粛生活によって、自宅で過ごす時間が長くなり、立つ・歩くなどの運動機能が低下することで、

食欲の低下や気持ちの落ち込みにつながる傾向があります。健康維持を図るために、鹿屋体育大学・ＮＰＯウェルスポ鹿屋と共同で、
自宅で取り組める体操を掲載した『日めくり健康カレンダー』を作成しました。

カレンダーへ掲載するイラストを町内在住５～１５歳の児童・生徒を対象に募集しました。
２０９点の応募があり、１９名の方のイラストをカレンダーに掲載しました。ご応募いただいたみなさん、ありがとうございました。

カレンダーは、６５歳以上の方がいる世帯へ１冊ずつ配布をしています。
直接取りに来ていただくか、下記へお問い合わせください。

【問い合わせ】福祉保健課 介護保険係　３２-４７３４　地域包括支援センター ３２-２７２９

カレンダーに掲載された方へ
感謝状贈呈式を開催しました。体操をしながら笑顔や元気をもらえる素敵なカレンダーができました。

“体操は３１種類”
３６５日取り組めます。

コロナに負け
ない

からだをつ
くろう!!コロナに負け
ない

からだをつ
くろう!!

一緒に体操
コスモス通信で4月12日（月）から
10時30分・15時に体操を

サポートする放送をしています。
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募
集

令和３年度 　　　　　　住民提案型
まちづくり事業の募集について

１　目　的
木城町では、住民や団体による地域活動への熱意や発想の柔軟性を生かした提案事業を募集し、採択された事業の実施を

支援することとしています。
この事業は、住民主体のまちづくりを推進することを目的とし、住民や団体が提案する公共・公益性の高いまちづくり事

業に対し補助金を交付するものです。

２　事業対象団体
提案することができる住民団体は、次の要件を満たしていなければなりません。　　　
(1)　町内において活動を行い、構成する会員が５名以上であること。　(2)　組織の運営に関する規約等があること。
(3)　適正な会計処理が行われること。　　(4)　政治、宗教又は営利を目的とした団体でないこと。
(5)　団体の構成員が、暴力団関係者若しくは暴力団員と密接な関係を有する者でないこと。
※この事業を取り組むにあたり、新たに組織した団体に限ります。

3　対象事業
(1)　公益的な事業であって、事業を実施することにより地域課題や行政課題の解決が図られ、施策として展開できるもの。
(2)　町民の満足度が高まり、具体的な効果や成果が期待できるもの。
(3)　行政と町民が協働で実施することにより町の自治力の向上が期待できるもの。
(4)　町内で活動する団体がイベント等を通して、魅力ある地域づくりの推進に取り組む事業であること。

4　対象事業とならない事業
(1)　営利又は政治、宗教若しくは選挙活動を目的とするもの。　(2)　特定の個人又は団体のみが利益を受けるもの。　　　　　　
(3)　施設等の建設又は整備のみを目的とするもの。　　　　　　(4)　学術的な研究を目的とするもの。
(5)　親睦を主な目的とするもの。　(6)　既存の補助制度で対応できるもの。　(7)　公序良俗に反するもの。　

５　事業期間
事業認定後〜令和 4 年 3 月 31 日（木）まで

８　補助対象期間
補助対象期間は、１事業につき３年間の継続

実施を認めるものとする。

⓾　その他
その他にも、各種要件があります。詳しくは、

木城町ホームページでご確認ください。

７　補助対象経費
対象となる事業の補助金は、1 事業あたり単年度 50 万円を限度とし、補助対象となる経費は、次の表のとおりです。

費　　目 説　　　　　　　明
人 件 費 事業のために雇用した者の人件費で補助対象経費総額の 20% 以内とする。団体の構成員に係る人件費は対象外とする。
報 償 費 外部講師、専門家への謝礼、調査、研究等に係るものに限る。
旅 費 調査、研究、研修に係るものに限る。
食 料 費 会議、研修会に係るお茶代等に限る。親睦、懇親を目的としたものは対象外とする。

需 用 費 事業のために必要な文具類、衣装等の消耗品費、チラシ・パンフレット・報告書の印刷製本費に限る。
団体の構成員の車両燃料代、事務所の光熱水費、修繕費は対象外とする。

役 務 費 事業のための郵送料、物品の送料、手数料、通信料、保険料に限る。
使用料・賃借料
委 託 料 事業のための会場使用料、器具類の賃借料、音響設備、テント設営委託料等に限る。

備 品 購 入 費 事業のために必要不可欠なもので長期に使用する物品・パソコンソフト等の購入費に限る。
そ の 他 その他町長が認める経費

６　募集締切　
令和 3 年 5 月 31 日（月） 　※締切後に審査会が行われます。

９　応募の手続き　
提案事業の応募の手続きにおいて、提出いただく書類は、以下の通りです。

【提出書類】  
(1)　きじょう住民提案型まちづくり事業提案書
(2)　計画書（事業が複数年度になる場合は年度別計画書）
(3)　収支予算書（事業が複数年度になる場合は年度別計画書）
(4)　団体の定款、規約又は規則等の写し及び団体構成員名簿
　※事業提案書は、木城町ホームページからダウンロードしてください。

任
意
様
式

【提出先・お問合せ先】　〒884-0101 木城町大字高城1227番地1　　　　　 町役場 まちづくり推進課　TEL 0983-32-4727　FAX 0983-32-3440
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花花乃乃通通信信！!！!
隊員No.2 田中花乃

　　　　町の皆様、こんにちは ! 地域おこし協力隊の田中 花乃です。風
薫るさわやかな季節、皆様いかがお過ごしでしょうか♪

さて、3 月 13・14 日に木城町の川原自然公園と温泉館湯ららで今年初
めてのイベントが行われました。久しぶりのイベント、多くの方にお越しいただきました。少し
ずつですが、こうしてマスクをしながらでも、顔を見て触れ合うことが出来たことに嬉しく思い
ます (*^^*) そして、川原自然公園にキッズピコパークが設置され、多くのお客様で賑わっていま
す。遊具に加え、コロナ禍で火が付いたキャンプブーム。川原自然公園でも週末は多くのキャンパー
で賑わっています。子どもは遊んで親はキャンプサイドでまったり。でもキャンプってお金がか
かったり、道具がありすぎて迷ったり…私もキャンプは大好きです。でも、道具は全部全部集め
られないし、準備は大変なので多くは持たず、日常に少しひと手間かけてキャンプっぽく楽しん
でます♪

例えば、平日の夜近くの海に行ってお湯を沸かしてコーヒーを飲みながら星空観察をしてみた
り、釣ってきた魚を七輪で焼いてみたり、焚火をしながらマシュマロ焼いて、本を読んでみたり。
わざわざひと手間かけて、準備をして「何でもない日常を少し贅沢にする」これが私の日々を楽
しむちょっとした目標です♪宮崎に移住をしてから、こんな感じで自然を楽しむ時間がだいすき
になりました (*^^*) 構えずに、スローに人生楽しみたいですね♪一度はソロキャン（1 人で行う
キャンプ）をしてみたいので、川原自然公園でデビューしてみようと思います♪

そして木城町に来てから、多目的コミュニティ広場にある木城町観光協会で勤務をしていまし
たが、この 4 月から木城町観光協会が解散し、町内観光関連施設が一つになる新しい団体に観光
協会も加わり、「一般社団法人　　　　町ふるさと振興協会」となりました。私が所属する観光産
業振興部の事務所は温泉館湯らら内に設置されました。私もそちらで勤務していますので、温泉
館ゆららにご来店の際は、是非お声がけください♪では、初夏の風も爽やかな頃、心穏やかにお
過ごし下さい♪

伊倉ヶ浜でミニキャンプ

川原自然公園キャンプ風景。気持ち良さそう♪川原自然公園マーケット風景川原自然公園でのイベントにてキックンと♪

Facebook　　　　　　　　　　　   　　Instagram @kijokankou 
ホームページ　　 

順次更新予定です！
　 URL : kijokanko.com

募
集
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きじょっこの書道作品

今月の題字を書いたのは

今月の掲載作品を書いたのは

今月の作品も秀作・力作揃い。3月号の作品はすべて見つけられたでしょうか ?今号も各ページに、
皆さんの元気な作品が隠れていますよ ~。昨年の夏休みに募集した作品の掲載は 11月号までのあと
3回。今年も夏休みの自由作品で題字を募集する予定です。募集するお題は、書道なのか、はたまた
違う作品募集なのか…まだ決まっておりません…乞うご期待 !

　令和３年４月より、木城町ふるさと振興協会が一般社団法人となりました。
　これとあわせて、別で活動していました木城町観光協会も、一般社団法人木城町ふるさと振興協
会の中の観光産業推進部として活動することとなりました。新たな顔ぶれも増え、新体制で木城町
の魅力を発信します！

岩重  美怜さん（２年）

稲田　麻央さん（６年）　髙森　敢太さん（６年）　橋口 日菜子さん（６年）　
守部　陽和さん（６年）　松元　優羽さん（５年）　日髙　ゆずさん（４年）
古谷　優衣さん（４年）　𠮷岡　萌愛さん（４年）　林　仙之助さん（３年）

今月の「きじょう」と「木城」今月の「きじょう」と「木城」

一般社団法人 木城町ふるさと振興協会始動 !
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棚田地域振興法の施行に基づき、地域で棚田を守る人々の活動を情報発信することで、地域の人々
の誇りと自信を醸成するとともに、棚田地域への訪問者を増やし地域の活性化を図ることを目的と
して、宮崎県が「ひなたの棚田遺産」認定事業を実施。自薦他薦を問わず、広く公募し応募のあっ
た中から認定するもの。
今回、県内で 17の棚田が認定を受けており、児湯地区では石河内棚田と西米良村に棚田遺産が

あります。

令和３年３月 18日（木）、延岡市に本社がある家電販売店、㈱丸誠電器の代表取締役　節賀　誠
様から「企業版ふるさと納税」制度を活用し、100万円のご寄附いただきました。
いただいた寄附につきましては、第２期　　　　　町まち・ひと・しごと創生総合戦略に掲げら

れた事業に活用させていただきます。ご寄附ありがとうございました。

宮崎県ひなたの棚田遺産認定について
「石河内棚田」（保全団体：石河内集落協定）

企業版ふるさと納税！ありがとうございました
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いぶき
活力と潤いに満ちた生きがいと魅力あるまちづくり

生涯学習
情報コーナー

139No.
制作 :木城町生涯学習推進協議会

令和 3年 3月 4日に交通栄誉章（緑十字銀章）伝達式が行われ、前交通指導員会長堀口眞彦さん
が受賞されました。
木城町交通指導員として木城町の交通安全活動に尽力され、50年余に渡り無事故・無違反を続

けるなど運転を通じ、交通事故の防止と交通秩序の確立に貢献された功績が認められたものです。
また、長年に渡り交通安全活動に深い理解と協力をいただいた堀口恭子さんに感謝状が贈られま

した。
春の全国交通安全運動が 4月 6日から 15日の期間で実施され、6日に交通安全パレードを行い

ました。パレード出発式では木城町農業青年部梶原純一さんが交通安全宣言を行い、木城町消防団
と、木城町交通安全母の会にのぼり旗が贈呈されました。

令和２年度交通栄誉章（緑十字銀章）伝達式
及び令和３年度春の全国交通安全運動
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いぶき
活力と潤いに満ちた生きがいと魅力あるまちづくり

生涯学習
情報コーナー

139No.
制作 :木城町生涯学習推進協議会

　リバリス２階大会議室にて開催されました。町内
の自治公民館長が出席し、各地区の自治公民館活動
における地区の未加入、脱退やその他様々な課題に
おける意見交換を行い、有意義な会となりました。
　今後とも自治公民館活動の活性化に向けて様々な
議論を行っていきます。

　本町の児童・生徒の見守り活動に取り組む「木城っ
子安全守る隊」への感謝状贈呈式が木城小学校にて
行われました。式では、同隊を代表し、メンバーの
金田吉三郎さん（比木）、山田栄子さん（出店）が代表
児童から全児童による手作りのお礼の手紙を集めた
感謝状を受け取りました。
　今後とも本町の児童生徒の見守り活動に取り組ん
で頂きたいと思います。

　町内の婦人会員が一堂に会して、２年振りに総会
が開催されました。今年度は予定していた事業がコ
ロナの影響でほぼ中止になりましたが、各会員の家
庭にて季節の花を植える（花のあるまちづくり事業）
など、個別でできる取組みを積極的に行った１年と
なりました。
　なお、総会終了後は、謡楽舎の天満俊秀さん、智
恵子さんによるアイルランド民謡のミニコンサート
が開催され、盛大な会となりました。

第３回自治公民館長会

木城っ子安全守る隊感謝状贈呈式

令和２年度木城町地域婦人連絡協議会総会

※令和３年度もこの生涯学習情報提供紙「いぶき」では町内の社会教育・生涯学習関係の記事を中心
に積極的に情報発信していきたいと存じます。皆様方のご理解とご協力をよろしくお願いします。

木城町生涯学習推進協議会　会長　恵利　修二
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